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1 はじめに
近年における情報化社会の発達により、大
量の情報が電子化されている。本学の 21世
紀ＣＯＥプログラム「人類文化研究のための
非文字資料の体系化」では、資料の共有、流
通を目指していた。非文字資料は文字媒体と
して記録されていない、匂いや景観、感触な
どを指す。そしてこれら大量の情報を処理す
るために知的処理の必要性が高まってきた。
本稿では民俗資料の一つである民具を例にと
り、民具データベースに Ontologyを導入す
ることによる有効性を示していく。

2 民具カード
民具とは、民衆によって作られ、長いあい
だ使用されてきた道具や器物の総称である。
民具カードとは只見町が収集した民具のデー
タをまとめた資料である。民具の写真とデー
タとして、資料名や通し番号、寄贈借用年月
日、使用目的、備考、などが記載されている。

3 Ontology
Ontologyを導入することにより、文書がた
だの単語の集まりではなく、文書全体で意味
を持ったデータとして扱われる。これにより、
本当に必要な情報を的確に検索することが可
能となる。Ontologyを構成する要素として以
下の要素が挙げられる。
is-a関係・・・下位概念Bと上位概念Aの間
には「B is-a A」という関係が成立する。
part-of関係・・・ある概念と、その概念を構
成している部分に当たる概念との間の全体-

部分関係を表す。
attribute-of関係・・・ある概念を構成してい
る属性情報（色、形状等）を表す。
instance-of関係・・・概念とその具体例との
間の関係を表す。

4 データベース
従来のデータベースでは民具間同士の関連
性が分かりづらいといった欠点がある。（例：

図 1: 使用目的の Ontology構造図
チョウナは「木を削る」。錐は「木に穴をあけ
る」という目的があるが、この両者には「木
を加工する」という共通点がある等）そこで
データベースの項目を Ontology で体系化、
関連性を明確にし、只見民具カードを使った
データベースの構築を提案する。Ontologyを
導入したデータベースは、通常のデータベー
スでは検索漏れしてしまう情報を検索するこ
とが可能になる。また、今まで気づかなかっ
た民具間同士の関連性の発見にもつながる。

図 2: 使用目的の Ontology構造図
5 まとめ
本稿では chasen、cabochaといった形態素
解析器を用いて使用目的を解析し、Ontology

構造に表した。カードの備考欄に対しても同
様のことを行うことでより有効な検索が可能
となる。例えばOntologyデータベースで「戦
争」と検索すると、一見無関係そうな水筒が
軍隊で使われていたことが分かる。


